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第 8回全国空手道指導者研修会の開催について

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
さて、表題の研修会をスポーツ庁の国庫補助金対象事業として、関係団体のご協力を得て、

下記のとお りに開催することになりました。平成 24年度から実施されている中学校保健体育

科における武道の必修化に伴 う「空手道」の指導者を育成するプログラムの一環であります。

空手道の専門的な知識と技術の充実を図り指導者の資質向上を図るのが目的です。

本連盟では、特別処置として研修会受講終了者については、研修実績を勘案して、教員 (外部指

導者を含む)に限り公認初段位の審査を実施し、認定いたします。各県責任者及び担当者におかれ

ましては、このことを周知徹底していただき、多くの参加者のご派遣をいただきますようご案内申

し上げます。

敬 具

記

1.行事名  第 8回全国空手道指導者研修会
2.主 催   (公 財)日 本武道館  (公財)全 日本空手道連盟

(公財)全 国高等学校体育連盟空手道専門部 全国中学校空手道連盟
3.後  援  スポーツ庁 (予定)
4.期 間  平成 29年 8月 16日 (水 )か ら 18日 (金)ま で 2泊 3日
5.場 所  日本空手道会館 東京都江東区辰巳 1120

TEL 03-5534-1951 ※有楽町線 辰巳駅から徒歩 5分
6.参加資格・条件  (1)中学校、高等学校の保健体育教員及び学校における部活動の顧問

並びに指導者 (外部指導者を含む)で学校長が認めた者。
(2)各都道府県空手道連盟、全国高体連空手道専門部、全国中学校空

手道連盟が推薦 した者。

(3)(公財)全 日本空手道連盟が認めた者。
※上記 (1)(2)(3)の 条件を満たし、宿泊を含めた全 日程に参加できる者。

なお、宿泊先は主催者が指定する宿泊施設とする。

7.参加人数 80名 (調整は全空連事務局が行 う)
8.内 容  別紙参照

以 上



第 8回全国空手道指導者研修会 開催要項

1.趣   旨     平成 24年度から完全実施された中学校武道必修化の充実に向け、日本
全国で空手道を指導する中学校、高等学校の指導者を対象に、我が国固有

の伝統と文化に立脚した武道指導者研修会を実施 し、中学校武道必修化に

おける教科体育「空手道」の理解を深め、空手道の授業指導法及び専門的

な知識・技術の充実を図り、もつて中学校、高等学校空手道指導者の資質

向上に資する。

2.名   称    第 8回全国空手道指導者研修会

3.主   催    (公 財)日本武道館
(公財)全 日本空手道連明

(公財)全国高等学校体育連盟空手道専門部
全国中学校空手道連盟

4.後援 (予定)    スポーツ庁

5.期   間    平成 29年 8月 16日 (水)か ら18日 (金)まで  2泊 3日

6 場   所    日本空手道会館
東京都江東区辰巳 1-120

TEL:03-5534-1951

※東京メ トロ有楽町線 辰巳駅下車徒歩 5分

7.宿 泊 先    東京海員会館
東京都中央区晴海 3卜 1
TEL: 03-3531-2216

※都営大江戸線 勝どき駅下車徒歩 9分
ゆ りか もめ 新豊洲駅下車徒歩 13分
※宿泊申込はゝ主催者が一括して行う。

8.参力蔭格・条件    (1)中 学校、高等学校の保健体育科教員及び学校における部活動の顧間
並びに指導者 (外部指導者を含む)で学校長が認めた者。
(2)各都道府県空手道連盟、全国高体連空手道専門部、全国中学校空手

道連盟が推薦 した者。

(3)(公財)全 日本空手道連盟が認めた者。
※上記 (1)、 (2)、 (3)のいずれかの条件を満たし、宿泊を含めた

全日程に参加できる者。なお、宿泊先は主催者が指定する上記宿泊施

設とする。

9.参 加 人 数    80名 (調整は全 日本空手道連盟事務局が行 う)

10.申込先及び期日      〒135-8538
東京都江東区辰巳卜1-20

公益財団法人全日本空手道連盟 事務局 あて
平成 29年 6月 30日 (金)まで



11.参加者補助    (1)参 カロ費無料。但し、懇親会費 4,000円 は自己負担とする。
(2)日 本武道館が定める交通費 (往復)及び宿泊費 (食事付)を補助。

12.所 持 品    空手道衣又はトレーニングウェア、タオル (実技用)、 洗面具、筆記具、
健康保険証、印章。

13.研 修 計 画    別紙 「実施内容 。日程表」により実施し、全課程を修了した者には主催
者より修了証を授与する。

14.そ  の 他    参加者には日本武道協議会設立 40周年記念『中学校武道必修化指導書
(DVD3巻付)』 (武道編 。空手道編)を無償配布する。

15.問 合 せ 先    ◎ 全国中学校空手道連明
事務局長 石り|1 周亨
〒04卜0043北海道小樽市豊川町 卜16

TEL:090-8901-7566

◎ (公財)全国高等学校体育連盟空手道専門部
事務局次長 手塚 智幸
〒17卜8555 東京都板橋区稲荷台 27-1 帝京高等学校内
TEL: 03-5375-3175  FAX 1 03-6909-6455

◎ (公財)全 日本空手道連盟
事務局長 日下 修次
〒13卜8538東京都江東区辰巳 1-1-20 日本空手道会館
TEL:03-5534-1951  FAX: 03-5534-1952

(土 。日・祝 日を除く)

◎ (公財)日 本武道館 振興部振興課
〒10計8321 東京都千代田区北の丸公園 2番 3号
TEL:03-3216-5134  FAX:03-3216-5117

(土 。日・祝 日を除く)



第8回全国空手道指導者研修会 (平成29年 8月 16日 ～18日 )
実 施 内 容 口日 程 表
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バス出発
空手道会館へ移動
(東京メトロ利用 )

空手道会館着

中学校武道

指導実践法①
(岩城公二)

【研修室 →4階 大道場】

基本技術②
初心者(日下修次)
上級者(4ヽ山正辰)
【2階 中道場】
【4階 大道場】

閉講式・ 解 叡
r4階 大猶馴

昼

階
食
研修室】

午

後

(希望者 :公認段位審査)

受   付
中学校武道
指導実践法②
(岩城公二)
【4階 大道場】

記怠与具薇影

【4階大道場】
開
階
講 式
研修室】

「2020年東京五輪に向けた取組み・

中学校武道必修化について」

(栗原茂夫 )

【1階 研修室】

く安全対策〉
「事故と指導者の責任」

(日野一男)
【1階 研修室】

基本技術①
初心者 (日 下修次)
上級者 (′卜山正辰)

【2階 中道場】
【4階 大道場】

空手道授業採用に
向けた取り組みについて
(石川周亨)
【1階 研修室】

初心者補講
(日 下修次)
【4階 大道場】ホテルヘ移動 (バス)

準  備 ホテルヘ移動
(東京メトロ利用 )

親 睦 会
(夕  食)
【東京海員会館】

※都合により講師・内容等が変更になる場合があります
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